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１ 水道事業概況
敢 平成２９年度末の給水件数は３０５，３６４件で，前年度に比べ２，５６８件（０．８５％）増加し
た。また，給水人口は５７６，９００人で前年度に比べ１，１００人（０．１９％）減少した。

柑 安全でおいしい水を安定的に供給するため，引き続き給水区域内の水道施設の整
備に努めている。

２ 事業計画

３ 上水道
敢 給水状況 建設（認可）大正４年８月７日 給水開始 大正８年１１月２６日

－３９９－
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水道事業・公共下水道事業等

第１１回水道拡張事業項 目
平成３３年度目 標 年 度
鹿児島市の区域給 水 区 域
４０，０４３，５９９千円事 業 費
５８６，２００人給 水 人 口
２２０，８００逢／日一 日 最 大 給 水 量
３７７渥／人・日一人一日最大給水量
３０７，７２０逢／日 （単位：逢／日）

施 設 能 力

平成１７年４月～平成３４年３月工 事 期 間

水 源区 分
（甲突川） １０９，１００

表 流 水 （稲荷川） ３９，７００
（万之瀬川） ３０，０００

７７，６６０湧 水
５１，２１０地 下 水

５０伏 流 水
３０７，７２０計

２９２８年度項目

５９６，３１９５９７，３７５（Ａ）（人）行 政 区 域 内 人 口
５７６，９００５７８，０００（Ｂ）（人）給 水 人 口

９６．７９６．８（Ｂ／Ａ）（％）給 水 普 及 率
６５，０２３，２１１６４，６４５，１０５（Ｃ）（逢）年 間 給 水 量
６０，４１０，９８９６０，５６１，３２４（Ｄ）（逢）有 効 水 量

９２．９９３．７（Ｄ／Ｃ）（％）有 効 率
５９，７６６，６０９５９，８８０，１３６（Ｅ）（逢）年 間 有 収 水 量

９１.９９２．６（Ｅ／Ｃ）（％）有 収 率
（７月１３日）１９４，７１８（７月６日）１９５，３５５（逢）一 日 最 大 給 水 量
（８月６日）１５８，６００（１月１日）１５８，０５３（逢）一 日 最 小 給 水 量

１７８，１４６１７７，１１０（逢）一 日 平 均 給 水 量
３３７３３５（渥）一人一日最大給水量
３０８３０５（渥）一人一日平均給水量



柑 用途別有収水量及び給水件数 （平成２９年度）

桓 水道料金（給水条例第１６条）
① 水道料金表（平成２６．４．１改定：消費税等相当額の改定）

料金は，１カ月について下表の基本料金と従量料金の合計額に１００分の１０８を乗
じて得た額（１円未満の端数切り捨て）
月の中途において，水道の使用を開始・廃止等したときの基本料金は，日割り

により算定

－４００－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
３
上
水
道
）

割 合（％）給水件数（件）割 合（％）有収水量（弱）用 途 別
89．871，644，39576．4245，671，193一 般 家 庭 用

生
活
用
水

1．0519，1711．19714，530家 事 兼 営 業 用
0．519，3780．53317，250複 合 ビ ル 用
0．011940．38224，689公 衆 浴 場 用

91．441，673，13878．5246，927，662小 計
0．6812，4503．351，998，831官公署・学校用都

市
活
動
用
水

1．4927，2211．51903，086事 務 所 用
0．295，2872．641，578，263病 院 用
5．89107，90712．827，664，485営 業 用
0．213，8191．16694，282工 場 用
8．56156，68421．4812，838，947小 計

100．001，829，822100．0059，766，609合 計

従 量 料 金基本料金口径別等用
途

種
別 金 額使 用 水 量 等

４５円
１２０円
２１０円
２７５円

１０逢までの分 １逢について
１０逢を超え２０逢までの分 〃
２０逢を超え３０逢までの分 〃
３０逢を超える分 〃

７００円１３㎜

一

般

用

専

用

給

水

装

置

１，２２０円２０㎜

２２０円
２４５円
３００円

５０逢までの分 １逢について
５０逢を超え１００逢までの分 〃
１００逢を超える分 〃

１，６８０円２５㎜
２，５００円３０㎜
４，４６０円４０㎜

３００円１逢について

８，７９０円５０㎜
２０，４６０円７５㎜
３８，９７０円１００㎜
１０２，３７０円１５０㎜以上

７０円１逢について一般用に同じ
浴
場
用

公

衆

４５円
１２０円
２１０円
２７５円

１０逢までの分 １逢について
１０逢を超え２０逢までの分 〃
２０逢を超え３０逢までの分 〃
３０逢を超える分 〃

７００円１世帯に
つ い て

一
般
用

装

置

共
用
給
水

２，２００円使用時間５分までごとに１，５００円１個に
ついて

演
習
用

消

防

消
火
栓

私

設



前表に該当しない料金は，使用水量１逢について４３５円を乗じて算出した額に１００分の
１０８を乗じて得た額（１円未満の端数切り捨て）
② 料金の徴収方法

隔月の定例日に水道メーターを検針し，検針の結果得られた使用水量を，その
日の属する月分及びその前月分として料金算定を行い，納入通知書又は口座振替
のいずれかの方法で隔月徴収（口座振替で希望者は毎月徴収）する。

棺 給水負担金（給水条例第２５条）（平成２６．４．１改定：消費税等相当額の改定）
徴収対象：① 給水装置の新設又は改造の工事申込者

② 共同住宅における各戸メーターの新設，数若しくは口径の増加又
は撤去の申込者
（注）各戸メーター：各戸検針及び各戸徴収を行うために設置するメ

ーター
負 担 金：次の区分に応じる金額に１００分の１０８を乗じて得た額

① 給水装置の新設の場合（②の場合を除く）
メーター口径と給水方式の区分に応じた下表の金額

② 各戸メーターの新設の場合
各戸メーターの数に下表上段の額を乗じた額の合計額
（注）改造等工事の場合は，別に定める方法により算出する。

款 工事負担金（給水条例第２６条）（平成２６．４．１改定：消費税等相当額の改定）
① 配水管その他の水道施設（以下「配水管等」という。）の未設置又は配水能力
が限界にある地域において，住宅団地の造成等により新規給水申込みがあった場
合，新たに配水管等の設置を必要とするときは，工事負担金を徴収する。

② 工事負担金の額は，配水管等の設置及び配水能力の増強に要する費用並びにこ
れらに付随する費用の合計額に１００分の１０８を乗じて得た額（１円未満の端数切り
捨て）

歓 施設の概要

① 水源地・浄水場 （平成３０．３．３１現在）

－４０１－
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（
３
上
水
道
）

１５０㎜以上１００㎜７５㎜５０㎜４０㎜３０㎜２５㎜２０㎜１３㎜メーター口径
区分

管理者が
別に定め
る額

７，１００３，６００１，４００７６０３９０２５０１６０７０直結式給水（千円）

１０，６５０５，４００２，１００１，１４０５８５３７５２４０１０５受水槽式給水（千円）

施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
１３，０００湧 水七 窪 水 源 地

吉 野
１７，４００湧 水滝 之 神 水 源 地
４，１００湧 水川 上 水 源 地
１，８００湧 水花 棚 水 源 地
２，７００地 下 水花 棚 第 二 水 源 地



－４０２－

水
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下
水
道
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等
（
３
上
水
道
）

施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
１，２００地 下 水明 ケ 窪 第 二 水 源 地

吉 野
７００地 下 水金 水 水 源 地
５００地 下 水下 花 棚 水 源 地
５００地 下 水下 田 第 二 水 源 地

１０９，１００表 流 水河 頭 浄 水 場

中 央

３９，７００表 流 水滝 之 神 浄 水 場
１，９００湧 水仁 王 堂 水 源 地
１，８００湧 水冷 水 水 源 地
１，８００湧 水福 昌 寺 水 源 地

７００湧 水日 当 平 水 源 地
３，５００地 下 水郡 元 水 源 地
２，７００地 下 水新 郡 元 水 源 地
１，９００地 下 水宇 宿 水 源 地
１，６００地 下 水玉 里 水 源 地
１，６００地 下 水脇 田 水 源 地
１，２００地 下 水田 上 水 源 地
３０，０００表 流 水平 川 浄 水 場

谷 山

９，９００湧 水影 原 水 源 地
３，８００湧 水五 ケ 別 府 水 源 地
２，２００湧 水和 田 水 源 地
６，２００湧 水慈 眼 寺 水 源 地
４，５００湧 水谷 合 水 源 地
３，４００湧 水清 泉 寺 水 源 地
３，０００地 下 水影 原 第 二 水 源 地
１，４００地 下 水谷 合 第 二 水 源 地

５００地 下 水本 城 水 源 地
１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 一 水 源 地
５００地 下 水皇 徳 寺 第 二 水 源 地

１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 三 水 源 地
８００地 下 水皇 徳 寺 第 四 水 源 地
７００地 下 水皇 徳 寺 第 五 水 源 地

１，０００地 下 水皇 徳 寺 第 六 水 源 地
２５０地 下 水錫 山 水 源 地
２１０湧 水古 河 良 水 源 地

東 桜 島
５００湧 水散 花 平 水 源 地
１６０湧 水桜 島 口 水 源 地
２８０湧 水小 浜 水 源 地
６００地 下 水白 浜 水 源 地



－４０３－
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施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
４００表 流 水諸 木 水 源 地

吉 田

３０湧 水福 ケ 野 水 源 地
５００地 下 水早 田 尻 水 源 地
６０湧 水神 園 水 源 地
７５０地 下 水牟 礼 岡 第 一 水 源 地
９５０地 下 水牟 礼 岡 第 二 水 源 地

１，１００地 下 水牟 礼 岡 第 三 水 源 地
４２０地 下 水白 坂 下 水 源 地
２１０湧 水山 神 山 水 源 地
３００地 下 水狐 迫 水 源 地
４２０地 下 水倉 谷 水 源 地
６００湧 水芝 原 水 源 地
６５０地 下 水南 ケ 丸 水 源 地
４００地 下 水藤 野 第 一 水 源 地

桜 島

４６０地 下 水藤 野 第 二 水 源 地
４００地 下 水藤 野 第 三 水 源 地
３９０地 下 水武 第 一 水 源 地
３２０地 下 水二 俣 第 一 水 源 地
３２０地 下 水二 俣 第 二 水 源 地
５０伏 流 水渕 田 第 一 水 源 地

喜 入

３０湧 水渕 田 第 二 水 源 地
１００伏 流 水宮 坂 第 二 水 源 地

１，１１０地 下 水宮 坂 第 三 水 源 地
９００地 下 水宮 坂 第 四 水 源 地
１２０地 下 水一 倉 第 二 水 源 地
７５０湧 水生 見 水 源 地

１，１００地 下 水中 名 第 一 水 源 地
１，３００地 下 水中 名 第 二 水 源 地

５２０湧 水前 之 浜 第 一 水 源 地
７００地 下 水前 之 浜 第 二 水 源 地
１０湧 水帖 地 第 一 水 源 地
４０地 下 水帖 地 第 二 水 源 地
５００地 下 水瀬 々 串 第 二 水 源 地
５００地 下 水瀬 々 串 第 四 水 源 地
４４０地 下 水星 和 台 水 源 地
１５０地 下 水小 田 代 第 二 水 源 地
３５０地 下 水松 元 春 山 第 一 水 源 地松 元



－４０４－
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施設能力（逢／日）水 源 種 別名 称所在地区別
４５０地 下 水松 元 春 山 第 三 水 源 地 第 １ 地 下 水

松 元

４２０地 下 水松 元 春 山 第 三 水 源 地 第 ２ 地 下 水
７００地 下 水松 元 春 山 第 四 水 源 地
２００地 下 水折 尾 第 一 水 源 地
２８０地 下 水折 尾 第 二 水 源 地
３８０地 下 水折 尾 第 三 水 源 地 第 １ 地 下 水
３８０地 下 水折 尾 第 三 水 源 地 第 ２ 地 下 水
４７０地 下 水上 谷 口 第 一 水 源 地 第 １ 地 下 水
４５０地 下 水上 谷 口 第 一 水 源 地 第 ２ 地 下 水
３００地 下 水上 谷 口 第 二 水 源 地 第 １ 地 下 水
３００地 下 水上 谷 口 第 二 水 源 地 第 ２ 地 下 水
２００地 下 水石 谷 第 一 水 源 地
２１０地 下 水石 谷 第 二 水 源 地
２００地 下 水石 谷 第 三 水 源 地
２００地 下 水四 元 水 源 地
１８０地 下 水東 昌 第 一 水 源 地
２６０地 下 水東 昌 第 二 水 源 地
２００地 下 水東 昌 第 三 水 源 地
４００地 下 水東 昌 第 四 水 源 地
７５０湧 水油 須 木 水 源 地

郡 山

２４０地 下 水東 俣 第 一 水 源 地
２１０地 下 水東 俣 第 二 水 源 地
４３０湧 水郡 山 第 一 水 源 地
８９０地 下 水郡 山 第 二 水 源 地
４１０湧 水郡 山 第 三 水 源 地
４８０湧 水常 盤 第 一 水 源 地
１２０湧 水常 盤 第 二 水 源 地
３６０地 下 水西 有 里 第 一 水 源 地
１９０地 下 水西 有 里 第 二 水 源 地

３０８，９１０

表流水 ４カ所 １７９，２００ （５８．０％）

合 計
湧 水 ３１カ所 ７８，０５０ （２５．２％）
地下水 ７２カ所 ５１，５１０ （１６．７％）
伏流水 ２カ所 １５０ （０．１％）



② 配水池（平成３０．３．31現在） ③ 導・送・配水管（平成３０．３．31現在）

汗 建設改良事業の概況（平成２９年度）
① 第１１回水道拡張事業 （単位：円）

（ ）は完成予定年月日

－４０５－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
３
上
水
道
）

総 延 長（ｍ）種 別有効貯水量（逢）名 称

76，873

225，896

3，092，247

導 水 管

送 水 管

配 水 管

７０，０００
３９，０００
２７，４００
１１，１３０
９，０００
９，０００
６，０００
５，４１０
５，０００
５，０００
４，５７０
４，５００
４，０００
３，９００
３，６００
３，５００
３，４００
３，０００
３，０００
３，０００
３，０００
６９，７５０

石 井 手
河 頭
平 川
鳥 越
滝 之 神
影 原
坂 之 上 第 二
上 之 原
原 良
本 城
桜 ケ 丘
乙 女 塚
五 ケ 別 府
花 野 口
伊 敷
大 明 ケ 丘
大 峯
吉 野
紫 原 第 三
野 頭
西 菖 蒲 谷
そ の 他

３，３９５，０１６計２９６，１６０計

備 考完成年月日着工年月日本年度事業費本年度施行内容区 分

（31．2．28）28．1．25672，320，028機械設備更新，電気計装設備更新，
覆蓋新設，水質監視設備新設 ほか

河頭浄水場
ほ か ２ 場

30．3．2728．10．31271，799，882浄水処理設備新設，機械設備更新，
電気計装設備更新 ほか

仁王堂水源地
ほ か ５ 場

30．3．2728．1．25228，765，206機械設備更新，電気計装設備更新，
電気計装設備改造 ほか

山田ポンプ所
ほ か ４ 場

30．3．2728．11．21143，337，208電気計装設備更新，電気計装設備
改造，水質監視設備新設 ほか

野頭配水池
ほ か ８ 場

30．3．1229．7．1495，299，778口径：4００mm
延長：596ｍ送 水 管

30．3．2728．10．11537，149，803口径：75mm～5００mm
延長：2，566ｍ配 水 管

30．3．2029．5．1991，431，016実施設計等調査設計等

2，040，102，921合 計



② 配水管整備事業 （単位：円）

③ 水道建設改良事業 （単位：円）

④ 営業設備費 （単位：円）

（単位：円）

－４０６－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
３
上
水
道
）

備 考完成年月日着工年月日本年度事業費本年度施行内容区 分

30．3．2629．3．16669，036，550口径：５０mm～３００mm
延長：１0，４00ｍ配 水 管

669，036，550合 計

備 考完成年月日着工年月日本年度事業費本年度施行内容区 分

30．2．529．10．208，364，024消防設備改良河頭浄水場

30．3．929．10．139，749，475流量計改良 ほか皇徳寺第五水源地
ほ か １ 場

30．2．129．10．101，523，958高圧受電設備改良伊敷台ポンプ所

30．3．1629．10．1223，196，963流量計改良 ほか武 配 水 池
ほ か １ 場

30．11．3029．5．293，302，709口径：１００mm
延長：64ｍ送 水 管

30．3．2628．12．27988，866，298口径：５０mm～4００mm
延長：１5，899ｍ配 水 管

30．3．929．12．276，365，902実施設計調 査 設 計

1，041，369，329合 計

事業費施行内容区 分

51，771，444建物，機械及び装置，車両運搬具，
工具，器具及び備品営 業 設 備

3，802，280，244総 合 計 （ ① ＋ ② ＋ ③ ＋ ④ ）



４ 財 務 （水道事業）
敢 予算概要（平成３０年度） （単位：千円）

－４０７－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
４
財
務
（
水
道
事
業
））

支 出収 入

予定額款 項 目予定額款 項 目

１０，５６８，７００収 益 的 支 出 計１２，２２５，１２４収 益 的 収 入 計

１０，５６８，７００水 道 事 業 費１１２，２２５，１２４水 道 事 業 収 益１

９，５４０，６５２営 業 費 用１１１，３１９，８６０営 業 収 益１

１，９９０，８３２原 水 及 び 浄 水 費１１１，０１９，９８７給 水 収 益１
９０２，２9３配 水 費２１９３，３３２給 水 負 担 金２
２２５，１７４漏 水 防 止 費３１０６，５４１そ の 他 営 業 収 益３
３９４，３４８給 水 費４９０５，２６４営 業 外 収 益２

５８８，６９２業 務 費５７，５４１受 取 利 息１
９６７，７７９総 係 費６１，９７１補 償 金２

４，３４５，１６６減 価 償 却 費７１４，９７６他 会 計 負 担 金３
１２６，３６８資 産 減 耗 費８２１，３６２他 会 計 補 助 金４

１，０１３，３６９営 業 外 費 用２８２９，２６６長 期 前 受 金 戻 入５
７３８，４１７支 払 利 息 及 び 手 数 料１３０，１４８雑 収 益６
２７３，２１８消費税及び地方消費税２
１，７３４雑 支 出３
２，６７９特 別 損 失３

２，６７９過 年 度 損 益 修 正 損１
１２，０００予 備 費４

１２，０００予 備 費１
１，６５６，４２４収 支 差 引

７，８３６，８００資 本 的 支 出 計２，３７４，４０２資 本 的 収 入 計

７，８３６，８００資 本 的 支 出１２，３７４，４０２資 本 的 収 入１

５，３９２，０７５建 設 改 良 費１８８，９５５他 会 計 補 助 金１

２，６０９，５９３第１１回水道拡張事業費１８８，９５５一 般 会 計 補 助 金１
９１９，５５１配 水 管 整 備 事 業 費２１，５６９，３００企 業 債２

１，６３０，２８６水 道 建 設 改 良 事 業 費３１，５６９，３００建設改良費等の財源に充てるための企業債１
２３２，６４５営 業 設 備 費４１０３，５１０他 会 計 出 資 金３

２，４２４，７２４企 業 債 償 還 金２１０３，５１０一 般 会 計 出 資 金１
２，４２４，７２４企 業 債 償 還 金１５７４，０８２工 事 負 担 金４

１そ の 他 資 本 的 支 出３５７４，０８２工 事 負 担 金１
１国 庫 補 助 金 返 還 金１３０，４２９消 火 せ ん 設 置 負 担 金５

２０，０００予 備 費４３０，４２９消 火 せ ん 設 置 負 担 金１
２０，０００予 備 費１８，１２６庁 舎 改 良 負 担 金６

８，１２６庁 舎 改 良 負 担 金１

５，４６２，３９８○ 損 益 勘 定 留 保 資 金 等

１８，４０５，５００合 計２０，０６１，９２４合 計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）

－４０８－
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（
４
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（
水
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３０（予定）２９２８年 度
科 目

１０，４８５，６３９１０，６１２，２７３１０，６８９，１７４営 業 収 益１

１０，２０３，６９１１０，265，744１０，２９４，４２３給 水 収 益敢

１７９，０１１283，760３２３，９７０給 水 負 担 金柑

１０２，９３７62，769７０，７８１そ の 他 営 業 収 益桓

９，３１５，９５７９，２６７，０５６９，０７４，５０７営 業 費 用２

１，８７９，５６３１，670，769１，６０９，９２０原 水 及 び 浄 水 費敢

８５１，６７６966，365９４１，１１０配 水 費柑

２１４，００１156，579１６８，５８０漏 水 防 止 費桓

３８５，８８７380，463３４０，５５４給 水 費棺

５５８，４６８488，301４７７，９２０業 務 費款

９５５，０４０１，041，607１，０３７，０７４総 係 費歓

４，３４５，１６６４，405，731４，３６７，６１０減 価 償 却 費汗

１２６，１５６１５７，241１３１，７３９資 産 減 耗 費漢

１，１６９，６８２１，３４５，２１７１，６１４，６６７営 業 利 益

９０６，２２５９３１，５６４９４７，１１９営 業 外 収 益３

７，５４１7，380１０，８０９受 取 利 息敢

１，９７１1，158２，０１９補 償 金柑

１４，９７６15，064１５，７５０他 会 計 負 担 金桓

２１，３６２24，037３１，３６６他 会 計 補 助 金棺

８２９，２６６851，983８２９，４７２長 期 前 受 金 戻 入款

３１，１０９31，942５７，７０３雑 収 益歓

７４４，６１８８０３，９５６８９３，８２４営 業 外 費 用４

７３８，４１７801，804８７３，１６３支 払 利 息 及 び 手 数 料敢

６，２０１2，152２０，６６１雑 支 出柑

１，３３１，２８９１，４７２，８２５１，６６７，９６２経 常 利 益

０５，９９９１０，８１９特 別 利 益５

２，４８２５，１２１１０，９８０特 別 損 失６

１１，１１１００予 備 費７

１，３１７，６９６１，４７３，７０３１，６６７，８０１当 年 度 純 利 益

－－－当 年 度 純 損 失



桓 各年度損益勘定収支概要（税抜） （単位：千円，％）

５ 簡易水道等（平成30．４．１現在）

棺 管 理

簡易水道等は，それぞれ各地域の居住者で組織された組合が管理運営に当たって
いる。また，技術，維持管理等の指導は市で行っている。
なお，専用水道に関する監督権限は，平成３年１０月１日に県から市に移譲された。

６ 工業用水道事業概況
工業用水道事業は，一倉工業団地の開発に伴い，誘致企業への工業用水の供給の

ために旧喜入町によって設置され，平成元年から給水を開始した。
その後，平成１６年１１月１日の１市５町による合併に伴い，鹿児島市の工業用水道

事業となった。
敢 沿革

－４０９－

水
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・
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下
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事
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等
（
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）

２９
（決 算）

２８
（決 算）

２７
（決 算）

２６
（決 算）

２５
（決 算）

年度
区分

１１，549，836１１，６４７，１１２１１，５９５，８４５１１，６６２，４３４１１，０８９，５２１総 収 益 �○

１0，076，133９，９７９，３１１１０，３４９，９１７１０，６３６，３８４１０，１８３，９３４総 費 用 �○

１，473，703１，６６７，８０１１，２４５，９２８１，０２６，０５０９０５，５８７差 引 �○－�○

１１4．6１１６．７１１２．０１０９．６１０８．９収 益 率 �○／�○

０人給水人口０戸給水戸数０施設簡易水道敢

専用水道柑

4，196人給水人口１，０９４戸給水戸数４施設上水道を水源とするもの①
40，404人給水人口５，１82戸給水戸数２9施設その他のもの②
2，017人給水人口957戸給水戸数１2施設飲料水供給施設等桓

実 施 項 目時 期

工業用水道事業届出書を通商産業大臣に提出昭和６１年１１月

工業用水道事業届出書の許可・工事開始昭和６２年１月

工事完了昭和６３年１２月

給水開始届出書等を通商産業大臣に提出平成元年３月

喜入町工業用水道事業給水条例等を整備・給水開始平成元年４月

鹿児島市工業用水道事業給水条例等を整備平成１６年１１月



柑 施設能力

１，６８０逢／日（水源：地下水）
桓 基本使用水量

４８０逢／日（平成３０．４．１現在）
棺 工業用水道の料金（工業用水道事業給水条例第１９条）

（平成２６．４．１改定：消費税等相当額及び表示方式の改定）
料金は，下表に定める基本料金の額及び超過料金の額の合計額に１００分の１０８を乗

じて得た額（１円未満の端数切り捨て）とし，１月ごとに使用者から徴収する。
料金の納付期限は，翌月の末日とする。

款 給水状況

７ 財 務（工業用水道事業）

敢 予算概要（平成３０年度） （単位：千円）
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金 額種 別
基本使用水量１逢について ３５円基本料金
超過使用水量１逢について ６７円超過料金

２９２８年 度
項 目

４４給水事業所数（カ所）
４４給 水 件 数 （ 件 ）

１７５，２００１７５，２００年 間 契 約 水 量 （ 逢 ）
１４０，７７４１３７，３１５年 間 総 給 水 量 （ 逢 ）

３８６３７６一日平均給水量（逢）
１４０，７７４１３７，３１５年間総有収水量（逢）
１７５，２００１７５，２００年間総基本使用水量（逢）

９８１１，４０１年間総超過水量（逢）

支 出収 入
予 定 額款 項 目予 定 額款 項 目

６，７００収 益 的 支 出 計６，８２９収 益 的 収 入 計
６，７００工 業 用 水 道 事 業 費１６，８２９工 業 用 水 道 事 業 収 益１
６，６００営 業 費 用１６，６２２営 業 収 益１
４，７６６原 水 及 び 浄 水 費１６，６２２給 水 収 益１

１１業 務 費２２０７営 業 外 収 益２
１４９総 係 費３８５受 取 利 息１

１，６７４減 価 償 却 費４１２２長 期 前 受 金 戻 入２
１００予 備 費２
１００予 備 費１

１２９収 支 差 引



柑 各年度損益計算書（税込） （単位：千円）

桓 各年度損益勘定収支概要 （単位：千円，％）

桓の表の２６年度以前は税抜。２７年度からは免税事業者

８ 公共下水道事業概況
敢 平成２９年度末の普及状況は，事業計画区域面積に対し，95．0％の整備を終えてお

り，行政区域内人口に対する普及率は79．3％となっている。
柑 下水道整備は，終末処理場の整備を進める一方，汚水管の布設を行うとともに，
汚水管布設済区域の排水設備設置（水洗化）を行うものであり，同区域内人口に対
する水洗化率は，９８．１％となっており，今後とも普及率向上のために努力を続け
る。

桓 汚水の処理施設は，南部処理場のほか２カ所の処理場を有し，全体処理能力は，
２２１，８００逢／日である。

棺 下水汚泥は，下水汚泥堆肥化場で，堆肥化を行い，普通肥料として緑農地へ利用
されている。

款 下水道施設の適正かつ効率的利用を促進するため，汚水の適正排除及び除害施設
の設置等について監視指導を徹底する。

－４１１－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
７
財
務
（
工
業
用
水
道
事
業
）・
８
公
共
下
水
道
事
業
概
況
）

３０（予定）２９２８年 度
科 目

６，６２２６，６９３６，７２４営 業 収 益１

6，6226，693６，７２４給 水 収 益敢

6，600６，０７３６，３７４営 業 費 用２

4，7663，940２，９０２原 水 及 び 浄 水 費敢

1110１１業 務 費柑

14994９４総 係 費桓

1，6742，029３，３６７減 価 償 却 費棺

２２６２０３５０営 業 利 益

２０７２０５２４５営 業 外 収 益３

8582１２２受 取 利 息敢

122123１２３長 期 前 受 金 戻 入柑

２２９８２５５９５経 常 利 益

１００００予 備 費４

１２９８２５５９５当 年 度 純 利 益

－－－当 年 度 純 損 失

２９（決 算）２８（決 算）２７（決 算）２６（決 算）２５（決 算）年度区分
6，898６，９６９７，６６２９，２２０９，２６９総 収 益 �○
6，073６，３７４７，１７２８，８８１８，９４６総 費 用 �○
825５９５４９０３３９３２３差 引 �○－�○

113．6１０９．３１０６．８１０３．８１０３．６収 益 率 �○／�○



９ 整備計画 （平成30．３．３１現在）

１０ 公共下水道
敢 処理状況

柑 用途別有収水量及び処理件数 （平成２９年度）

－４１２－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
9
整
備
計
画
・
１０
公
共
下
水
道
）

事 業 計 画平成２９年度末現在単 位区 分

７，３９９
４６８，０００

７，０３２
472，600

ha
人

排 水 処 理 面 積
排 水 ・ 処 理 区 域 内 人 口

４６８，０００463，700人処 理 （ 水 洗 化 ） 人 口

４５３
２１２，２００

４５０
２０８，２１１

渥
逢／日

１ 人 １ 日 最 大 処 理 水 量
１ 日 最 大 処 理 水 量

１７６，２６０
（主要な管渠のみ）２，１６０，282ｍ汚 水 管 延 長

創設（認可） 昭和２７．５．７
供 用 開 始 昭和３０．１１．２９

２９２８年 度
項 目

５９６，３１９５９７，３７５（人）（Ａ）行 政 区 域 内 人 口

５４，７５８５４，７５５（ha）行 政 区 域 内 面 積

472，600４７２，０００（人）（Ｂ）処 理 区 域 内 人 口

７，０３２６，９９２（ha）処 理 区 域 内 面 積

79．3７９．０（％）（Ｂ／Ａ）下 水 道 普 及 率

５５，６１６，３５９５５，８５５，１８９（逢）年 間 有 収 水 量

６１，１５３，４９９６３，３９４，262（逢）年 間 処 理 水 量

１６７，５４４１７３，６８３（逢）一 日 平 均 処 理 水 量

３６２３７２（渥）一 人 一 日 平 均
処 理 水 量

割 合処 理 件 数割 合有 収 水 量用 途 別

％
91．38

件
1，372，553

％
67．86

逢
３７，７４１，７３１一 般 家 庭 用生

活
用
水

1．1116，7161．13627，560家 事 兼 営 業 用
0．022364．222，347，125公 衆 浴 場 用
0．629，3630．56314，299複 合 ビ ル 用

93．131，398，86873．7741，030，715小 計
0．548，0633．561，977，648官 公 署 ・ 学 校 用

都
市
活
動
用
水

1．5923，8411．5832，800事 務 所 用
0．324，8274．232，351，263病 院 用
4．2363，61013．557，538，878営 業 用
0．192，9093．391，885，055工 場 用
6．87103，25026．2314，585，644小 計

１００．００１，５０２，１１８１００．００５５，６１６，３５９合 計



桓 下水道使用料（下水道条例第１８条）（平成２６．４．１改定：消費税等相当額の改定）
使用料は，１カ月について下表の基本料金と従量料金の合計額に１００分の１０８を乗じ

て得た額（１円未満の端数切り捨て）
月の中途において，公共下水道の使用を開始・廃止等したときの基本料金は，日割

りにより算定

棺 下水道事業受益者負担金

�� 賦 課 対 象 区 域 下水道整備計画区域のうち整備完了区域
�� 賦 課 対 象 者 賦課対象区域内に存する土地の所有者又は権利者
�� 負 担 金 の 額 １㎡当たり １３１円
�� 負担金の納入方法 ５年分割（年４回＝２０回）又は一括納入

款 区域外流入分担金

�� 徴 収 区 域 都市計画事業の認可区域外から公共下水道に汚水を流
入させる区域

�� 徴 収 対 象 者 徴収区域内に存する土地の所有者又は権利者
�� 分 担 金 の 額 １㎡当たり １３１円
�� 分担金の納入方法 一括納入

歓 水洗便所改造資金融資あっ旋制度

① 融資あっ旋対象者

次の資格要件を有し，融資あっ旋依頼により金融機関で審査のうえ決定した者
○改造工事に係る居住の用に供する建物の所有者又は所有者の同意を得た使用者
○市税並びに下水道事業受益者負担金及び水道料金，下水道使用料を滞納してい
ない者

○本市に居住し独立の生計を営む２０歳以上の連帯保証人１人以上がある者
② 融資あっ旋限度額

工事に要した費用の範囲内において，くみ取り便所の便槽１槽又は浄化槽便所
の浄化槽１基で便所１カ所の場合は３０万円以内とし，２カ所以上の便所がある場

－４１３－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
１０
公
共
下
水
道
）

（備考）１ 「第１種」とは，専ら水道の水を使用し，又は水道の水と井戸等水道以外の水を併用して排除するものをいう。
２ 「第２種」とは，専ら井戸等水道以外の水を使用して排除するものをいう。

従 量 料 金基 本 料 金汚 水 種 別用 途 金 額排 除 汚 水 量
４１円１０逢までの分１逢について

３９０円第 １ 種

一 般 用

８７円１０逢を超え ３０逢までの分 〃
１２８円３０逢を超え ５０逢までの分 〃
１３４円５０逢を超え １００逢までの分 〃
１７５円１００逢を超え ２００逢までの分 〃

４９０円第 ２ 種 １９２円２００逢を超え ５００逢までの分 〃
２０４円５００逢を超え １，０００逢までの分 〃
２１５円１，０００逢を超える分 〃

８円１逢について３９０円第 １ 種公 衆
浴 場 用 ４９０円第 ２ 種



合には，便所１カ所増えるごとに１５万円を加算した額以内で，１万円単位とする。
③ 融資あっ旋の条件（平成３０年度）
○融資利率（年利）
契 くみ取り便所を処理開始の公示後３年以内に改造する場合 無利子
形 浄化槽便所を処理開始の公示後１年以内に改造する場合 無利子
径 浄化槽便所を処理開始の公示後１年を超え３年以内に改造する場合

１．５０％
恵 処理開始の公示後３年を超えた日以後に改造する場合 ２．００％

○償還回数 １２回，２４回，３６回，４８回，６０回
○償還方法 敢 融資を受けた翌月から元利均等又は元金均等の方法による月賦

償還
柑 償還は預金口座からの引落し

④ 融資取扱金融機関

鹿児島銀行・南日本銀行・鹿児島相互信用金庫・鹿児島信用金庫
鹿児島県信用農業協同組合連合会・鹿児島興業信用組合

汗 水洗便所改造資金助成制度

① 助成金交付対象者

○改造工事に係る居住の用に供する建物の所有者又は所有者の同意を得た使用者
○下水道事業受益者負担金並びに水道料金及び下水道使用料を滞納していない者
○水洗便所改造資金融資あっ旋制度を利用せず改造工事を行う者

② 助成金の額（平成30年４月１日現在）
くみ取り便所の便槽１槽又は浄化槽便所の浄化槽１基につき１７，０００円

③ 助成金の交付条件

下水道整備区域で次の要件に該当するもの
○くみ取り便所を処理開始の公示後３年以内に改造する場合
○浄化槽便所を処理開始の公示後１年以内に改造する場合

漢 施設の概要

① 処理場 （平成３０．３．３１現在）

－４１４－
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）

処 理 開 始
処 理 能 力

処理方法処理施設の名称
現 有（逢／日）事業計画（逢／日）

昭和３０年１１月２９日１９，０００－活 性 汚 泥 法錦 江 処 理 場
昭和５４年７月２日１４９，６００１４９，６００標 準 活 性 汚 泥 法南 部 処 理 場
平成１２年５月１日５３，２００７６，０００標 準 活 性 汚 泥 法谷 山 処 理 場



② ポンプ施設（平成３０．３．３１現在）

③ 汚水管 （平成３０．３．３１現在）
口 径 ５０㎜～２，４００㎜
延 長 ２，１６０，282ｍ

澗 建設改良工事

下水道建設事業 （平成２９年度）

下水道改良事業 （平成２９年度）

潅 建設改良事業費及び財源内訳（平成３０年度） （単位：千円）

－４１５－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
１０
公
共
下
水
道
）

揚 水 量
名 称

現有事業計画
５．０逢／分５．０逢／分大明ケ丘中継ポンプ場
１３．０逢／分１３．０逢／分上 町 中 継 ポ ン プ 場

－０．６逢／分野呂迫中継ポンプ場
－０．６逢／分吉 野 中 継 ポ ン プ 場

事業費（千円）施 行 内 容工 事 名

５９７，６５５汚水管路施設 口径７５～２５０㎜ 延長＝９，９３６ｍ汚 水 管 路 施 設

７２３，５７０南部処理場，谷山処理場処 理 施 設

７１，３６８実施設計等調 査 設 計 等

事業費（千円）施 行 内 容工 事 名

４６８，０４１汚水管路施設
口径１００～２，４００㎜ 延長＝３，３１１ｍ汚 水 管 路 施 設

５８，１３６南部処理場，谷山処理場処 理 施 設

２１，１２１実施設計等調 査 設 計 等

計処 理 場汚 水 管区 分

３，０７４，６８３１，２５９，８４２１，８１４，８４１事 業 費

６６９，２３０３４４，７６３３２４，４６７国 庫 補 助 金
財

源
１，４５４，１００５０７，５００９４６，６００起 債

９５１，３５３４０７，５７９５４３，７７４市 費 等



１１ 財 務（公共下水道事業）

敢 予算概要（平成３０年度） （単位：千円）

－４１６－
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道
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業
・
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下
水
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事
業
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（
１１
財
務
（
公
共
下
水
道
事
業
））

支 出収 入

予 定 額款 項 目予 定 額款 項 目

８，０８３，１１０収 益 的 支 出 計８，６１３，７４０収 益 的 収 入 計

８，０８３，１１０下 水 道 事 業 費１８，６１３，７４０下 水 道 事 業 収 益１

７，４３０，９３８営 業 費 用１６，４５７，３０９営 業 収 益１

３９１，３１８管 き ょ 費１６，４２２，２５１下 水 道 収 益１
２，５２８，７００処 理 費２３５，０５８そ の 他 営 業 収 益２

２７６，８５6業 務 費３２，１５６，４３１営 業 外 収 益２

１０６，９１９排 水 費４２，７８９受 取 利 息１
５７５，６７２総 係 費５１，３４１補 償 金２

３，３２９，１４１減 価 償 却 費６９９，０５１国 庫 補 助 金３
２２２，３３２資 産 減 耗 費７１０，６５６他 会 計 負 担 金４
６４１，０１９営 業 外 費 用２５２２，９６８他 会 計 補 助 金５
５１０，３７８支 払 利 息 及 び 手 数 料１１４，７８８堆 肥 化 製 品 販 売 収 益６
１２２，２２３消費税及び地方消費税２１，５０１，９３１長 期 前 受 金 戻 入７

８，４１８雑 支 出３２，９０７雑 収 益８
２，１５３特 別 損 失３

２，１５３過 年 度 損 益 修 正 損１
９，０００予 備 費４

９，０００予 備 費１
５３０，６３０収 支 差 引

４，７８７，６９０資 本 的 支 出 計２，３５０，１６０資 本 的 収 入 計

４，７８７，６９０資 本 的 支 出１２，３５０，１６０資 本 的 収 入１

３，１８０，１１３建 設 改 良 費１６６９，２３０国 庫 補 助 金１

２，１４９，５１４下 水 道 建 設 事 業 費１６２６，４６６社会資本整備総合交付金１
９２５，１６９下 水 道 改 良 事 業 費２４２，７６４地方創生汚水処理施設整備推進交付金２
１０２，９４０営 業 設 備 費３１３，９７９他 会 計 補 助 金２

２，４９０リ ー ス 資 産 購 入 費４１３，９７９一 般 会 計 補 助 金１
１，５９２，３５１企 業 債 償 還 金２１，４５４，１００企 業 債３

１，５９２，３５１企 業 債 償 還 金１１，４５４，１００建設改良費等の財源に充てるための企業債１
８，１２６庁 舎 改 良 負 担 金３２９，０１４受 益 者 負 担 金４

８，１２６庁 舎 改 良 負 担 金１２９，０１４受 益 者 負 担 金１
１００そ の 他 資 本 的 支 出４１８３，１００工 事 負 担 金５

１００返 還 金１１８３，１００工 事 負 担 金１
７，０００予 備 費５７３７分 担 金６

７，０００予 備 費１７３７区 域 外 流 入 分 担 金１
２，４３７，５３０○ 損 益 勘 定 留 保 資 金 等

１２，８７０，８００合 計１３，４０１，４３０合 計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）

－４１７－

水
道
事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
等
（
１１
財
務
（
公
共
下
水
道
事
業
））

３０（予定）２９２８年 度
科 目

５，９８１，４１３６，００２，８４２６，０３１，０８７営 業 収 益１

５，９４６，５２８5，969，222５，９９５，０７３下 水 道 収 益敢

３４，８８５33，620３６，０１４そ の 他 営 業 収 益柑

７，２１９，８９３７，００３，７７８７，１２６，７７３営 業 費 用２

３６０，２３９383，217４０４，００３管 き ょ 費敢

２，３７０，０２52，201，556２，１０４，４７６処 理 費柑

２６２，５９２230，861２２２，２３５業 務 費桓

１０６，５１７115，331１１１，９３１排 水 費棺

５６９，０４７647，659６６２，６４２総 係 費款

３，３２９，１４１3，360，754３，４４７，５３２減 価 償 却 費歓

２２２，３３２64，400１７３，９５４資 産 減 耗 費汗

△１，２３８，４８０△１，０００，９３６△１，０９５，６８６営 業 利 益

２，１５５，７８５２，１２７，９２１２，３２９，１０４営 業 外 収 益３

２，７８９3，099３，９９８受 取 利 息敢

１，３４１2，819２，１０３補 償 金柑

９９，０５１9，012６８，９３１国 庫 補 助 金桓

１０，６５６10，460１０，３２２他 会 計 負 担 金棺

５２２，９６８631，824７４３，４１３他 会 計 補 助 金款

１３，６８７12，706１３，５７１堆 肥 化 製 品 販 売 収 益歓

１，５０１，９３１1，451，256１，４７８，１９０長 期 前 受 金 戻 入汗

３，３６２6，745８，５７６雑 収 益漢

５２７，７２４５４８，９１９６０３，６６６営 業 外 費 用４

５１０，３７８543，782５９３，６５０支 払 利 息 及 び 手 数 料敢

１７，３４６5，137１０，０１６雑 支 出柑

３８９，５８１５７８，０６６６２９，７５２経 常 利 益

０２，２８３３，７９６特 別 利 益５

１，９９６５，３１６７，１２０特 別 損 失６

８，３３３００予 備 費７

３７９，２５２５７５，０３３６２６，４２８当 年 度 純 利 益

－－－当 年 度 純 損 失



桓 各年度損益勘定収支概要（税抜） （単位：千円，％）

１２ 地域下水道

－４１８－
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道
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業
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下
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業
等
（
１１
財
務
（
公
共
下
水
道
事
業
）・

１１

１２
地
域
下
水
道
）

２９（決算）２８（決算）２７（決算）２６（決算）２５（決算）年度
区分

8，133，046８，３６３，９８７８，６２９，３３４８，６２９，７６８７，１９８，３８７総 収 益 �○

7，558，013７，７３７，５５９７，８０３，６８５７，９８４，４３２６，９７２，１６７総 費 用 �○

575，033６２６，４２８８２５，６４９６４５，３３６２２６，２２０差 引 �○－�○

107．6１０８．１１１０．６１０８．１１０３．２収 益 率 �○／�○

松 陽 台 地 域 下 水 道牟 礼 岡 団 地 地 域 下 水 道名 称
松陽台町の全部牟礼岡一～三丁目の全部，宮之浦町の一部処 理 区 域
平成１６年８月昭和５３年５月処 理 開 始
２，４００人（約７００世帯）４，４００人（約１，４００世帯）処 理 対 象 人 口
回分式活性汚泥法公共下水道に接続処 理 方 法
９００逢／日１，４００逢／日処 理 能 力
５０１世帯（平成３０．４．１現在）１，１４8世帯（平成３０．４．１現在）使 用 世 帯 数


